
1013情報処理 Vol.59 No.11 Nov. 2018 4. 十勝酪農の発展と ICT の導入

④

十勝酪農の発展

　2017年の十勝酪農の概要は，酪農家戸数 1,185戸，

生乳生産量 1,148千トン，酪農家１戸あたりの年間

生産乳量 969トン，牛１頭あたり年間乳量は 9,177kg

でした．これは，十勝の飼養規模が全国平均の 2倍

にまで大型化が進み，国内全体の 7％程度の酪農家

で 15％もの生乳を生産したことを示しています．

　十勝酪農の 50年間として 1968年から 2017年の

概要を比較してみました（表 -1）．酪農家戸数はこ
の 50年間で 13％にまで大きく減少した一方で，酪

農家が飼養する経産牛頭数は 5.7頭から 106頭に増

え，作業者 1人が多くの牛を管理しなければならな

い状況になりました．また，酪農家が年間に生産す

る乳量は 19トンから 969トンへと 51倍も増えま

した．これは，生乳の品質管理がより一層重要になっ

たことを示しています．また，牛 1頭あたりの乳量

も 2.8倍と飛躍的に増加し，飼料の管理や疾病対策

に高度な技術が求められています．

　十勝酪農はこの 50年間で見事に発展し農場の大

型化を達成しました．その要因には，国による加工

原料乳補給金等暫定措置法制定による乳代収入の安

定や，酪農の大型化を推し進めた農業構造改善事業

に代表される政策の後押しがあったのは間違いあり

ません．ただ，何よりもいえるのは，新たな技術を

貪欲に取り入れ，必要なものは自ら作り出し，一度

決めたことは強い結束力で推し進めるという，十勝

を開拓した先人の気概が後世にも受け継がれてきた

からこそという点です．十勝酪農への ICTの導入も，

生産者，農協が一丸となり取り組み，酪農の発展と

農場の大型化を支えてきたものの 1つであります．

十勝酪農システムの変遷

第 1 次十勝酪農経営情報システム
　十勝では，1981年（昭和 56年）に広域的な生乳

分析体制を，翌年には飼料分析体制を整備しました．

その上で 1983年（昭和 58年）に，これら情報をも

とに乳牛 1頭ごとの繁殖情報や栄養充足率などを計

算，集計し，牛群の評価と問題点を迅速かつ容易に

把握する「十勝酪農経営情報システム」を構築しま

した．本システムは，それまで，検定後，酪農家に

成績が戻るまでに 1カ月近く要していた時間を，数

日のうちに届ける画期的なシステムとして，十勝は

もとより国内の多くの酪農家に注目されました．
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1968 年（A) 1978 年 1988 年 1998 年 2008 年 2017 年（B）（B）／（A）

酪農家戸数（戸） 9,320 3,950 2,845 2,021 1,560 1,185 0.13 倍
経産牛頭数（頭） 53,400 86,860 94,391 112,674 121,787 125,137 2.34 倍
1 戸あたり経産牛頭数（頭／戸） 5.7 22.0 33.2 55.8 78.1 106.0 18.6 倍
1 戸あたり生産乳量（ｔ／戸／年） 19 106 214 436 667 969 51.0 倍
1 頭あたり生産乳量（kg／頭／年） 3,298 4,801 6,454 7,823 8,542 9,177 2.78 倍
十勝生乳生産量（ｔ／年） 176,125 417,183 609,181 881,481 1,039,974 1,148,416 6.52 倍

■表 -1　十勝酪農の 50 年間の推移
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第１次家畜個体識別システム
　酪農畜産現場の IT化の歴史において，最も大き

な変革は，2001年度（平成 13年度）の家畜個体識

別システムの導入であります．この制度は，国内で

飼養されているすべての牛を，生涯唯一の 10桁（当

初 9桁）の番号で，出生や異動，死亡などの情報を

国が一元管理するというものです．それまでは，牛

の登録や検定，家畜共済引受などの目的別に各々の

団体が独自の個体番号を付与していたため，1頭の

牛にはいくつもの番号が存在していました．そのた

め生産者は，用途に応じて番号を使い分け，同じ牛

の情報を重複して報告しなければなりませんでした．

　当初，国は牛異動履歴の報告は FAXまたは電話

音声応答システムを原則としていましたが，十勝に

おいては電算システムを開発し，多頭数の異動情報

を省力的に報告でき，かつ個体識別情報を生産技術

や農協の各種業務処理など多方面に活用できる仕組

みを構築しました．今でこそ統一個体識別番号のみ

で各システムは運用されていますが，当時は従来の

番号も一緒に管理するシステムの構築を余儀なくさ

れました．また，管内約 10万頭におよぶ搾乳牛の

膨大な生乳検査情報などを移行する作業が行われま

した．現在利用されている情報の多くは，このよう

な作業を経て正確に守られてきました．

十勝酪農畜産物生産履歴システム 
　2000年に入り，乳製品による集団食中毒事件，

牛肉偽装事件，輸入野菜からの残留農薬検出など，

食の安全安心を脅かす事件，事故が数多く発生しま

した．生産から物流，消費に至る食料供給の連鎖の

中で，いかに安全性と消費者の信頼を確保するかが

最優先の課題となりました．

　このため，農畜産物の生産のあらゆる工程を記録

するとともに，その手順や農薬，肥料などの用法，

用量が適正であることを点検して証明する，いわゆ

る生産履歴記帳の体制が必要となりました．酪農畜

産においては，毎日発生する作業を正確かつ詳細に，

しかも個体ごとに記録，保管するには，膨大な帳票

が必要となり，記帳はもとより農協における点検作

業にも長時間を費やさなければなりませんでした．

　記帳開始後ほどなくして，生産者，農協担当者よ

り，容易な報告と検証が可能なことに加え，生産性

向上に役立つシステムの構築が求められました．こ

のような背景から，これまでの十勝酪農経営情報シ

ステムと生産履歴情報を一体的に運用する「十勝酪

農畜産物生産履歴システム」を 2007年度（平成 19

年度）に構築しました．

　本システムから，インターネット機能の活用によ

り，生産者は，携帯電話やパソコンでの情報の出入

力や閲覧が可能となりました．それまで生産者は，

農場で作業内容をメモし，作業終了後に事務所や自

宅で専用報告様式に記帳していましたが，このシス

テムにより，作業と同時に記帳，報告が可能となり

ました．その結果，報告作業が軽減され，報告の“間

違い”や“忘れ”などが減少しました．また，生乳

検査情報などは，いつでも，どこにいても結果を確

認することが可能になり，さらにはデータ抽出機能

を利用して，自分の農場に必要な形式で図表を加工

し，次の生産へ活かすことが可能となりました．

十勝乳温遠隔監視記録システム
　乳製品の多くは，幼児や高齢者などの体力的な弱

者が消費します．そのため，原料となる生乳の品質

管理は厳格なものでなければなりません．北海道で

は，2006年（平成 18年）から生乳のトレーサビリ

ティシステムの構築を図るため，バルククーラー（生

乳を冷却・保管）に生乳を投入してから出荷するま

での温度経過を連続的に記録する「乳温記録計」を

全道の生乳出荷農家に設置することとしました．し

かし，記録だけでは異常な温度経過をたどった生乳

を排除できても，異常の発生を未然に防止すること

はできません．そこで十勝では，農場で収集した

乳温などのデータを携帯電話通信網で送信する装

置（TOREMO：Tokachi Remote Milk Monitoring 
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System）と，情報をリアルタイムに集信・解析し，

地域内のすべてのバルク乳温を集中的に管理する

「十勝乳温遠隔監視記録システム」を開発しました

（図 -1）．
　3分間隔で計測された乳温と冷却機などの運転状

況は，TOREMO内に蓄積され，1時間に 1度，乳

温監視サーバに集められます．これら情報は即座に

集計，解析され，「乳温が高い」，「稼働すべき機器

が運転していない」などの異常が検知された場合，

警報がメールなどで通知される仕組みとしました．

また，通信圏内であれば，携帯電話からいつでも現

在の乳温や機器の作動状況を確認することができま

す．本システムにより，酪農家は良質乳の生産管理

に限らず，機器故障などのトラブルに関しても素早

く把握し，的確に対処することが可能になりました．

　本システムの最大の特徴は，携帯電話の情報通信

網を有効に活用したことであります．当時は農村地

域のインフラ整備は決して十分なものではありませ

んでした．約 1,600戸の酪農場のうち，携帯電波網

を利用できたのは 1,500戸であり，100戸弱は固定

電話回線を利用して情報を集積しました．10年が

経過した現在では，ほぼ全戸が携帯電波網を活用で

きています．通信会社の理解と協力を得て，世界に

も類を見ない通信環境と安全管理システムが十勝の

酪農場に整備されました．これらにより，消費者に

対しては十勝産生乳の安全性と品質への信頼性を一

層強固なものとし，酪農家は日常のトラブル防止は

もとより高度な生乳生産管理が可能となりました．

十勝地域組合員総合支援システム

構築・導入の背景
　先に述べた通り，十勝では酪農場の大型化が進展し

ています．これに伴い，農場にかかわる従事者，技

術支援者も増加し，農場内での情報共有が課題となっ

てきました．農場の大型化は，作業の分業化，専任

化を進めました．酪農は 1頭の牛に対して，長期に

わたり多くの作業を必要とし，多くの作業者がかか

わります．たとえば繁殖管理作業では，分娩後の牛

の状態確認や妊娠鑑定は獣医師が行います．発情発

見は酪農家本人や従業員が行います．授精は家畜人

工授精師が行います．それぞれの情報は共有化され，

初めて目的が達成されます．さらに，酪農場では農

作業未経験者の雇用が増加しています．未経験者で

も膨大にある牛個体管理情報を，正確に報告，把握し，

適切に飼養管理できる体制が必要となりました．

システム概要
　これらを背景に，2017年度（平成 29年度）に「十

勝地域組合員総合支援システム（通称 TAF：Tok-

achi total Assistance system for Farmers）を構築

しました（2018年度末 完成予定）（図 -2）．システ
ムへの要望調査で，全生産者が同じ回答をしたもの

が 2つありました．「入力が少ないシステム」と「ス

ムーズなシステム」であります．いくつもの作業が

同時進行する生産現場では，できるだけ新たな作業

を追加せずに正確な情報を集積する必要がありま

す．本システムは，こ

れまで構築してきた生

産履歴システムや乳温

遠隔監視記録システム，

マルチメディア農業情報

システム（組勘取引明細

や飼料分析情報などを照

会）などの多くのシステ

ムと集積情報を一元的に■図 -1　24 時間 365 日十勝の生乳を見守る　十勝乳温遠隔監視記録システムの構成図
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ちに確認し，乳質の悪化を未然に防止
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管理したことが特徴です．酪農畜産現場では，農場

に在籍している牛だけではなく，すでに死亡した何

世代にもわたる牛の情報も必要とするため，2001年

の家畜個体識別システム構築後から十勝に在籍した

460万頭分のあらゆるデータを保有し運用しています．

これらにより，生産者は報告作業の負担が軽くなり，

個体情報や生乳生産情報などをスムーズに入手でき

るようになりました．

　十勝の 3割以上の酪農場では，100頭以上の搾乳牛

を飼養しています．中には，1,000頭を超える農場も

あり，すべての牛の個体番号を把握することは不可

能です．そのため，牛を検索する際には，国で定め

た 10桁すべての個体識別番号ではなく，耳標に大き

く表示されている拡大 4桁番号で本牛を特定できる

ようにしました．また，近年の酪農科学の発達により，

生産性は急速に向上しました．これに伴い，生産者

が実施すべき作業も増えました．繁殖管理，病気の

予防，安全性確保の生乳検査などは，決められたス

ケジュールで確実に実施する必要があります．作業

によっては，数カ月先のスケジュールを管理しなけ

ればなりません．作業が多岐にわたる現場では，作

業スケジュールの管理は非常に難しいものです．そ

こで，注意して観察すべき牛や，生乳検査などの本

日の作業を通知する機能を設けました．さらに十勝

全体，農協内，頭数規模などの範囲で農場の生産性

を評価，比較できる機能を設けました．生産者と技

術支援者が一体となり，農場や地域の生産性課題を

把握し，再生産へ繋げるシステムとしています．

酪農現場と ICT の今後

　今後，AIなどに代表される ICTが向上し，多く

の装置やシステムが酪農畜産現場にも導入されると

思われます．すでに牛の健康状態をモニタリングす

る優れた装置も導入され，有効活用されています．

また，搾乳ロボットや自動給餌機など，酪農家の作

業をサポートする機械も次々と開発されています．

さらには，日々の個体乳量など，有効活用すべき情

報も農場にはまだまだ多く存在しています．農場の

大型化と労働人口の減少が続く中で，作業者 1人あ

たりの牛管理頭数を増やし，1頭の牛から最大の利

益を得るという，過去から変わらぬ目標達成のため

には ICTの導入が不可欠です．今後は，これら装

置やシステムと連動する，農場の総合管理システム

が必要となり，前述のシステムに大きな期待が寄せ

られています．そして，酪農家には ICTにより得

られた情報を見極める能力と，何よりも牛を見極め

る技術 “勘や加減”がより一層求められ，我々農業

団体の生産指導事業がますます重要になります．

（2018年 8月 1日受付）

太田雄大　t_ohta@nkrtwosv.nokyoren.or.jp
　1995年十勝農業協同組合連合会入会，2005年より畜産検査センタ
ー所長，2009年より酪農畜産課課長，2018年畜産部部長（現在に至る）．

■図 -2　十勝地域組合員総合支援システムの生産者用画面例

【図A】個体情報参照機能
牛の出生，分娩などの履歴や繁
殖，治療作業の履歴などを確認．

【図B】生乳生産情報参照機能
日々の出荷乳量などを表やグラ
フで確認．

【図C】予定牛確認・通知機能
本日の作業や，注意して観察す
べき牛を通知． 図A 図B 図C


